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地学と切手

南極の

エレバス火山切手

足.Q.

南極大陸は地質構造の上から東部南極大陸と西部南極大陸に

分けられこの境界にロスｰウエデル(Ross-Wedde1)地溝帯

がある.東部南極大陸は先カンブリア系を基盤としゴンド

ワナ大陸の一部であった安定地域であり西部南極大陸はアン

デス山脈からニュｰジランドヘと続く造山帯である.

1841年1月ロス(J.C1ar良ROss)の指揮する2隻の帆船が

現在のロス海に入りビクトリアランドと名付けて領有を宣言

した･さらに奥に進んで氷の上に煙を噴いている火1⊥1を発見

し旗艦にちなんでエレバス(Erebus)と命令した.その後

現在までこのロス海は南極大陸表玄関の門標でありシャクル

トン･アムンゼン･スコット･白瀬など多くの探検家を理え

火山の観察記録もいくつか公表されている.

エレバス火山(標高4,023m)は正確に云えばロス島にある

3つの火山のうちのひとつである･基底離約30kmの輝

火1』』で海底からの高さは4,500mに達する.山頂は直径10～

13k皿の第1カルデラ(カルデラ縁の高さ約2,300m)があっ

て第2カルデラ(直径約3.2k皿標高3,470m)内に標高3,720

mの第3火口がありさらにその中に800×500m深さ275m

の火口があって噴煙が出ている.

ロスが発見した1841年には黒い噴煙カミ炎をともなって火口か

ら途切れもなく立ち上ってレ･だがそれ以来たびたび活動赫報

告されている.1956年以降は噴気活動カミつづいているカミ降灰

はない･1972年12月に2週間にわたって3人の火山学者が観

察したが山頂火口内に溶岩湖が認められしばしばストロン

ボリ式の活動カミ起っていた.

エレバス火山の岩石はアルカリ岩系に属し粗面岩一ケニア

ィト(Kenyte･撤橦石を含む響岩の1種)一徹橿石玄武岩一玄

武岩とケニアイトの順で活動している.

山頂付近には長さ2～3インチのアノｰソグレｰス結晶が大

量に散在しているとのことである.

切手はニュｰジランドの南極領であるロス属領の名の下に

1957年1月4種1組で発行されたもののうち2種である.

3P:1841年のエレバス号とエレバス火山

8P:ロス属領(東経160｡から西径150｡南緯鮒以南の

扇形の地域)の地図

･日本古生物学会

1.昭和51年10月4目

(月)

2.日本古生物学会118

回例会

3.北海道大学理学部

札幌市北区北10条酉

8丁目

4.日本古生物学会

5.仙台市青葉山

東北大学理学部地質学古生物学教室

小高民夫電話(0222)22-1800

･日本岩拓鉱物特殊技術研究会

11昭和51年7月27目(火)～29目(木)

2.第19回研究発表会(金属非金属構造地質耐火物等の

薄片研磨片の作成に関する講演会)

3.京都大学理学部地質学鉱物学教室(京都市左京区北白川追

分町)

4.日本岩石鉱物特殊技術研究会
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目本岩石鉱物特殊技術研究会

電話(044)866-3171(内線211)
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〔注〕1.開催年月2.会合名3.会場4.主催者

5.連絡先(掲載順位は原稿到着1頃)�


